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３
月
５
日
、
明
石
市
民
会
館
で
催

さ
れ
た
「
親
子
疏
水
学
習
会
」
に
、
約

５
０
０
名
の
児
童
・
保
護
者
や
学
校

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。｢

た
め
池

保
全
県
民
運
動｣

の
一
環
と
し
て
、
疏

水
の
保
全
を
テ
ー
マ
に
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
達
に
疏
水
や
た
め
池
が
果

た
す
役
割
や
様
々
な
機
能
を
伝
え
ま

し
た
。

　

第
１
部
は
「
淡
山
疏
水
」
開
発
を
伝

え
る
副
読
本
「
水
を
も
と
め
て
」
の
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
第
８
回
）
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
明
石
市
他
４
市
町
の

22
校
か
ら
１
３
０
０
名
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
に
朝
日
蒼
衣
さ
ん
（
三

木
市
立
自
由
が
丘
小
学
校
）
が
選
ば

れ
、
玉
岡
か
お
る
会
長
（
い
な
み
野
た

め
池
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
協
議
会
）

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
児
童
が
、
「
水
を
も
と
め

て
」を
読
む
だ
け
で
な
く
、
御
坂
サ
イ

　
「
淡
河
川
・
山
田
川
疏
水
」は
、
東
播
磨
地
域
の
発
展
を
支
え
る
基
幹
的
な
農
業

用
水
路
で
す
。

　

こ
の
疏
水
を
明
治･

大
正
時
代
に
築
造
し
た
先
人
の
遺
業
を
伝
え
る
副
読
本

「
水
を
も
と
め
て
」
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ダ
カ
の
コ
タ

ロ
ー
劇
団
に
よ
る
疏
水
や
た
め
池
が
果
た
す
地
域
振
興
を
伝
え
る
公
演
を
、「
親

子
疏
水
学
習
会
」（
主
催  

兵
庫
県
ほ
か
）と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ン
や
練
り
部
屋
分
水
所
を
訪

れ
、
管
理
す
る
東
播
用
水
土
地

改
良
区
の
職
員
等
か
ら
施
設

や
用
水
の
管
理
に
つ
い
て
現
場
で
学

び
、
水
の
大
切
さ
や
先
人
の
苦
労
を

実
感
し
た
臨
場
感
溢
れ
る
感
想
文
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
「
ひ
ょ
う
ご
の
疏

水
は
ぼ
く
た
ち
が
守
る
！
」
と
題
し

て
、
メ
ダ
カ
の
コ
タ
ロ
ー
劇
団
に
よ

る
ア
ニ
メ
紙
芝
居
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
登
場
し
た
ニ
ュ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
「
疏
水
マ
ン
」
が
、
た
め
池
の

役
割
や
疏
水
の
成
り
立
ち
、
さ
ら
に

は
農
村
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。　

　

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
た
め
池
が

造
ら
れ
た
目
的
や
、
先
人
の
努
力
が

現
在
の
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
子
ど
も
達
に
伝
え
ま
し

た
。
参
加
者
に
農
業
水
利
施
設
を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
が
芽
生

え
、
次
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
初
登
場
!!

受賞者のみなさん

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
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淡山疏水・東播用水博物館（稲美町野寺）

　疏水について学ぶため、ため池マンとともに淡河川・山田川疏水 ( 以下：淡山疏水 ) を
上流端から下流に向かって調査を続けています。
　淡山疏水は、神戸市西区、明石市、稲美町にまたがる印南野台地と呼ばれる、水の乏し
い地域へ、安定した農業用水を供給し豊かな実りを約束する大切な水路です。

) を

し

ため池保全県民運動

発信中！

兵庫県内のため池や疏水に関するイベント情報や、様々なため
池や疏水を紹介しています !

　

https://www.facebook.com/hyogo.tameike
「facebook」や「ひょうごため池新聞」にご意見・ご感想をくださっ
た方には『メダカのコタロー』グッズをプレゼント！

【ご意見・ご感想はこちらまで】
兵庫県農村環境室　Email : nosonkankyo@pref.hyogo.lg.jp　

森田館長から説明を受けるため池マン達

いいね！

シリーズ第 4弾！

ため池マンと一緒に出かけよう！淡山疏水の旅！ため池マンと一緒に出かけよう！淡山疏水の旅！

● 開館時間　午前１０時から午後４時まで
● 休  館  日　土日祝日（団体予約の場合は開館）
● 入  館  料　無料
● 所  在  地　稲美町野寺８４番地の５
● Ｔ  Ｅ  Ｌ　０７９－４９５－００１４
● Ｆ  Ａ  Ｘ　０７９－４９５－３５８１
● E  m a i l　midorinet@office-tanzan.jp
● Ｈ        Ｐ　https://www.toban-yosui.jp/
● アクセス　ＪＲ土山駅から神姫バス「母里」
　　　　　　行き「母里農協前」下車北へ 300ｍ。
　　　　　　敷地内駐車場あり（大型バス５台分）

利用案内

編集後記

　ひょうごため池新聞を発行し始めてから早２年が
過ぎました。最初は、何をどうやって書けばよいのか
と悩み、不安でしたが、だんだんと楽しくなってきま
した。感想をいただいたり、「新聞見ているよ！」と声
をかけていただいたことがとても励みになりまし
た。来年度も皆さんに楽しんでいただける新聞を発
行していきたいと思います！
　　　　　　　　　　　農村環境室　佐々木　稚子
　

模型があるよ！
分かりやすいね！

淡山疏水・東播用水博物館は、「TT （淡山疏水・東播

用水）未来遺産運動」の活動の一つとして、平成 27 年

1 月、兵庫県淡河川山田川土地改良区と東播用水土地

改良区とが共同で設立しました。　　

　「TT 未来遺産運動」は、淡山疏水を継承する東播用

水の多様な機能を発揮させ、農家と地域の方々が力を

合わせて魅力ある農業と地域を創り上げ、100 年後

の世代に引き継ぐ運動です。

　本館では、淡山疏水に関する歴史的な文献、東播用

水の事業計画関係の資料などを展示しています。ま

た、本館前には、明治時代にイギリスから船で運ばれ、

御坂サイフォン管として敷設された錬鉄管の一部を

展示しています。是非一度お訪ね下さい。

ティーティー


